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謹謹んんでで震震災災ののおお見見舞舞いいをを申申しし上上げげまますす。。

この度の東日本大震災により、お亡くなりになった方々のご冥福をお祈り申し上

げますとともに、被災された方々には心よりお見舞い申し上げます。

３月議会は、平成２３年３月７日から１６日までの１０日間の会期で開催しました。

前年度より１．９％増の５７億１，０６６万円となった平成２３年度予算を中心に、条例の改正のほか２２年度補正予算、

定住自立圏形成協定締結、名西郡青少年センター協議会の設立協議など１５件を審議し、すべて可決しました。

一般質問では３議員が登壇し（５ページから掲載）それぞれ町の考えを質問しました。

平平成成２２３３年年度度予予算算 ５５７７億億１１，，００６６６６万万円円をを可可決決
（前年比１．９％増）

一般会計 ３６億３，２００万円（２．７％増）
国民健康保険特別会計 １０億 ８２０万円（０．８％増）

簡易水道事業特別会計 １億１，７９０万円（２．５％増）
介護保険特別会計 ８億４，３６２万円（２．０％増）
後期高齢者医療特別会計 １億８９４万円（１０．３％減）

主主 なな 内内 容容
・町道改良舗装 ５，６００万円（産業建設課）
・林道及び作業道開設事業 ６，２６０万円（産業建設課）
・上分公民館エレベーター設置工事

３，９００万円（教育委員会）
・公共施設耐震診断 ４，６４０万円

（総務課、健康福祉課、教育委員会）

・防災無線基本設計 ３００万円 （総務課）
・地籍調査 ２，６４０万円（税務保険課）
・地域元気力創出事業助成金 ５００万円 （総務課）
・橋りょう点検費 １，０００万円（産業建設課）
・高齢者等タクシー利用助成事業１，２９６万円（健康福祉課）
・こども手当費 ６，４８３万円（健康福祉課）
・山の境界確認先行調査事業 １，４７０万円（産業建設課）

一般会計（第７号）
４５億１，４８２万円

（３億１，１４２万円増）
一般会計（第８号）

４５億１，９８２万円（５００万円増）
国民健康保険特別会計（第５号）

１０億４，７１３万円（２５８万円増）
介護保険特別会計（第３号）

８億６，９３１万円（５１９万円増）

一般会計補正予算並びに三特別会

計補正予算が提案され、総額で３億

２，３１９万円が追加されました。ま

た、東日本大震災災害見舞金として５００万

円を追加補正し、友好提携を結んでいる岩

手県宮古市へ送金しました。

33月月定定例例会会
神山町議会神山町議会

主な内容３月
補正予算

2議会だより かみやま



所所
信信
表表
明明

町
長
か
ら
所
信
表
明
が
あ
っ
た
。
そ
の

概
要
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

国
の
一
般
会
計
予
算
の
規
模
は
、
９２
兆

４
１
１
６
億
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

１
１
２
４
億
円
、
０
・
１
％
の
増
と
な
っ

て
い
る
。た
だ
、本
年
度
の
国
の
予
算
は
、

ね
じ
れ
国
会
で
子
ど
も
手
当
法
案
や
特
例

公
債
法
案
な
ど
予
算
関
連
法
案
の
成
立
の

目
途
が
立
っ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
の
国

の
動
き
に
十
分
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

平
成
２３
年
度
の
神
山
町
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
見
込
み

が
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
歳
入
歳
出
総
額

３６
億
３
２
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

前
年
度
に
比
べ
、
９
５
０
０
万
円
、
２
・

７
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
、
簡
易
水
道
事
業
な
ど

４
つ
の
特
別
会
計
は
、
合
計
で
２０
億

７
８
６
６
万
７
千
円
と
な
り
、
前
年
度
に

比
べ
０
・
６
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要
は
、
歳
入
で
町

税
収
入
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
な
ど
に
よ

り
前
年
度
に
比
べ
３
・
９
％
減
の
５
億

１
４
６
１
万
８
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

依
存
財
源
の
地
方
交
付
税
が
前
年
度
に

比
べ
１
％
増
の
１６
億
５
６
２
７
万
３
千
円
。

臨
時
財
政
対
策
債
が
２８
％
減
の
１
億
８
千

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
基
金
会

計
か
ら
の
繰
入
額
は
３
億
５
１
７
３
万
３

千
円
を
計
上
し
、
そ
の
内
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
３
億
２
４
０
０
万
円
繰
り
入
れ
て

い
る
。
前
年
度
よ
り
７
５
７
９
万
７
千
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
が
前

年
度
に
比
べ
６
・
１
％
の
減
と
な
っ
て
い

る
。
人
件
費
は
職
員
の
減
に
よ
り
２
・

０
％
の
減
、
公
債
費
は
一

般
廃
棄
物
処
理
事
業
債
の

終
了
に
よ
り
１８
・
４
％
の

減
と
な
っ
て
い
る
が
、
扶

助
費
が
子
ど
も
手
当
等
の

増
額
な
ど
に
よ
り
７
・

９
％
ほ
ど
の
増
と
な
っ
て

い
る
。

投
資
的
経
費
は
、
前
年

度
よ
り
６
・
９
％
の
減
と

な
っ
て
い
る
。
前
年
度
の

神
山
消
防
署
建
設
工
事
費
の
計
上
分
を
差

し
引
き
す
る
と
、
前
年
度
よ
り
若
干
の
増

と
な
っ
て
い
る
。

特
別
会
計
へ
の
操
出
金
の
総
額
は
、
３

億
２
７
８
８
万
７
千
円
で
前
年
度
よ
り

５
３
８
９
万
７
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
増
額
の
主
な
理
由
は
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
で
、
保
険
給
付
費
の
増
加
に

よ
り
繰
入
金
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

公
債
費
の
残
高
は
、
一
般
会
計
で
は
当

初
予
算
の
当
該
年
度
末
現
在
高
見
込
額
は

３０
億
９
９
２
９
万
７
千
円
。
簡
易
水
道
特

別
会
計
は
、
５
億
１
５
３
３
万
７
千
円

で
、
合
計
３６
億
１
４
６
３
万
４
千
円
と
な

り
、
２２
年
度
末
現
在
高
見
込
額
に
比
べ
ま

し
て
、
１
億
２
１
２
０
万
１
千
円
の
増
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
公
共
施
設
の
耐
震

化
対
策
、
防
災
行
政
無
線
の
更
新
等
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
公
債
費
は
徐
々

に
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
起
債
借
入

は
、
交
付
税
算
入
措
置
な
ど
の
有
利
な
方

法
を
選
択
し
な
が
ら
、
慎
重
に
対
応
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
２３
年
度
の
職
員
数
は
、
平
成
２２
年

度
当
初
は
１
１
７
名
で
し
た
が
、
２２
年
度

末
で
行
政
職
が
６
名
、
現
業
職
が
５
名
退

職
し
、
行
政
職
９０
名
、
う
ち
新
規
採
用
職

員
が
４
名
、
ま
た
現
業
職
２０
名
の
合
わ
せ

て
１
１
０
名
の
体
制
と
な
る
。

平
成
２２
年
度
分
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

１８
名
の
方
か
ら
１
２
２
６
万
９
千
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
額
は
、
昨
年

末
現
在
で
、
県
下
で
２
番
目
に
多
い
金

額
。
こ
の
寄
付
の
う
ち
、
２
２
６
万
９
千

円
は
消
防
団
員
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
更
新
。

ま
た
小
学
校
の
机
と
椅
子
セ
ッ
ト
の
更

新
。
ま
た
、
小
規
模
共
同
作
業
所
う
め
っ

こ
の
事
業
補
助
等
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

新
年
度
の
主
な
事
業
等
に
つ
い
て
、
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
に
つ
い
て
は
、
徳
島

東
部
地
域
市
町
村
長
懇
話
会
で
、
連
携
事

項
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
き
た
。
こ
の

度
、
具
体
的
な
連
携
事
項
を
取
り
ま
と
め

た
の
で
、
徳
島
市
と
の
間
に
お
い
て
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
を
提
携
す
る
。

防
災
行
政
無
線
は
、
昭
和
６１
年
度
と
平

成
７
年
度
に
整
備
を
し
、
運
用
を
し
て
い

る
が
、
古
い
も
の
は
２４
年
を
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
み
、
修
繕
費
等
々
も
増
加
し
、

安
定
的
な
運
用
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
本
年
度
基
本
設
計
に
取
り
か

か
り
、
早
い
時
期
に
更
新
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

公
共
施
設
の
耐
震
化
は
、
学
校
以
外
の

建
物
に
つ
い
て
も
耐
震
化
を
計
画
的
に
進

め
る
こ
と
と
し
、
本
年
度
か
ら
役
場
本
庁

舎
ほ
か
１２
施
設
の
耐
震
診
断
に
着
手
し
、

町
施
設
の
安
全
性
を
確
保
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

防災無線拡声装置

第９号
平成２３年５月１５日発行3



神
山
町
元
気
力
創
出
助
成
事
業
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
支
援
す
る
た
め
、
ま

ほ
ろ
ば
の
里
づ
く
り
助
成
事
業
に
代
わ

り
、
本
年
度
か
ら
神
山
町
元
気
力
創
出
助

成
事
業
を
実
施
す
る
。

神
山
町
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成

事
業
は
、
買
い
物
あ
る
い
は
通
院
等
、
高

齢
者
の
皆
様
方
の
生
活
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
年
の
２
月
か
ら
「
の

ら
ん
で
サ
ー
ビ
ス
」
と
名
付
け
試
行
を
し

て
き
た
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
を
本
格

実
施
す
る
。
２
月
か
ら
の
申
し
込
み
状
況

も
良
好
で
、
今
後
多
く
の
高
齢
者
あ
る
い

は
障
害
者
等
の
方
々
に
喜
ん
で
ご
利
用
を

い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

保
育
所
の
土
曜
保
育
は
、
力
を
注
い
で

取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支
援
の
一
環

で
、
広
野
、
下
分
両
保
育
所
で
、
本
年
４

月
か
ら
完
全
土
曜
保
育
の
実
施
を
計
画
し

て
い
る
。

国
土
調
査
、
地
籍
調
査
事
業
は
、
平
成

４
年
度
か
ら
平
成
１５
年
度
ま
で
の
１２
年
間

実
施
し
、
そ
の
後
、
や
む
な
く
休
止
を
し

て
い
た
が
、
再
開
の
準
備
が
整
っ
た
の

で
、
新
年
度
か
ら
税
務
保
険
課
国
土
調
査

係
に
職
員
を
２
名
配
置
し
、
実
施
す
る
計

画
と
し
て
い
る
。
調
査
区
域
は
、
神
領
西

野
間
地
区
か
ら
引
き
続
き
実
施
す
る
。

橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
は
、

本
町
が
管
理
す
る
１５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道

路
橋
り
ょ
う
は
４７
橋
あ
る
。
平
成
１９
年
度

に
橋
の
健
全
度
を
把
握
す
る
橋
り
ょ
う
点

検
を
実
施
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
後

の
橋
り
ょ
う
の
維
持
管
理
に
お
け
る
方
針

や
修
繕
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
定
め
る

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
本
年
度

策
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

１５
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
橋
り
ょ
う

２
０
０
橋
に
つ
い
て
も
橋
り
ょ
う
点
検
を

行
う
予
定
に
し
て
い
る
。

町
道
林
道
の
改
良
事
業
等
は
、
国
庫
補

助
等
を
活
用
で
き
る
有
利
な
事
業
、
ま
た

住
民
の
方
々
が
必
要
と
す
る
事
業
を
中
心

に
基
盤
整
備
を
実
施
す
る
計
画
と
し
て
い

る
。
町
道
に
つ
い
て
は
、
谷
線
の
改
良
工

事
、
ま
た
大
地
谷
線
の
舗
装
工
事
な
ど
を

実
施
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。
林
道
に
つ

い
て
は
、
林
道
五
味
線
の
改
良
工
事
を
引

き
続
き
進
め
る
予
定
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
栗
生
野
橋

の
修
繕
工
事
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
。作
業
道
に
つ
い
て
は
、中
核
作
業
道
、

は
ぜ
か
谷
線
の
工
事
を
計
画
し
て
い
る
。

な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

諸諸

報報

告告

○
平
成
２３
年
１
、
２
月
分
の
例
月
出
納
検

査
、
出
先
等
関
係
機
関
の
監
査
結
果
報

告

監
査
委
員
か
ら
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
に
属
す
る
出
納
状
況
を
出
納
機
関
の
諸

帳
簿
、
指
定
金
融
機
関
提
出
の
収
支
日
計

表
、
証
憑
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
過
誤

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
各
出
先
等
関
係
機
関
の
施
設
、

備
品
管
理
、
利
用
状
況
等
に
つ
い
て
の
監

査
に
つ
い
て
は
、
不
明
瞭
備
品
が
一
部
あ

る
た
め
、
す
べ
て
の
備
品
の
再
点
検
を
要

す
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

○
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
及

び
そ
の
他
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
等
の
点
検
、

評
価
及
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。

○
議
員
派
遣
報
告

徳
島
県
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
ほ
か

１
件
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

条条
例例
制制
定定
・・
改改
廃廃
等等

○
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正病
気
休
暇
の
取
得
後
、
休
職
と
な
っ
た

も
の
が
、
復
職
後
６
ヵ
月
を
超
え
な
い
範

囲
内
で
再
び
同
様
の
疾
病
に
よ
り
休
む
こ

と
と
な
っ
た
場
合
、
復
職
前
の
休
職
期
間

を
引
き
継
い
だ
こ
と
と
な
る
よ
う
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
通
算
さ
れ
る
期
間
は
３
年
を
超
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
神
山
町
母
子
福
祉
資
金
貸
付
条
例
の
廃

止近
年
貸
付
希
望
者
が
少
な
く
利
用
者
が

な
い
状
態
で
、
神
山
町
母
子
福
祉
会
と
協

議
の
結
果
、
徳
島
県
母
子
寡
婦
資
金
貸
付

制
度
や
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉

資
金
貸
付
事
業
、
ま
た
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
善
意
銀
行
緊
急
小
口
資
金
貸
付
事
業

と
い
っ
た
他
の
制
度
を
利
用
で
き
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
あ

る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
神
山
町
農
村
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
廃
止

川
又
農
村
公
園
と
し
て
、
運
営
は
設
置

地
区
の
集
落
に
委
託
し
て
い
た
が
、
少
子

高
齢
化
に
伴
い
、
利
用
す
る
人
も
な
く
、

遊
具
も
老
朽
化
し
危
険
な
状
態
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
元
よ
り
条
例
の
廃
止
と
遊
具

の
撤
去
要
望
が
あ
り
地
元
と
協
議
を
し
た

結
果
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

議議
員員
発発
議議
案案

○
議
員
派
遣

勝
名
地
区
町
村
議
会
議
長
会
正
・
副
議

長
視
察
研
修
に
つ
い
て
、
議
員
を
派
遣
す
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一一
般般
質質
問問西崎 哲夫 議員

１１
問

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

○
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に
お
け

る
案
件
に
つ
い
て
、
閉
会
中
も
引
き
続
き

調
査
を
行
う
と
決
定
し
た
。

そそ

のの

他他

○
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結

人
口
定
住
の
た
め
に
必
要
な
生
活
機
能

の
確
保
に
向
け
、
徳
島
市
と
神
山
町
が
１

対
１
で
連
携
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

役
割
分
担
し
て
い
く
こ
と
を
明
示
し
た
も

の
。本

町
が
連
携
す
る
取
り
組
み
は
、
産
業

振
興
、
道
路
網
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
、
地
域
内
外
の
住
民
と
の
交
流
・
移
住

促
進
な
ど
５
分
野
の
１１
施
策
。

中
心
市
宣
言
を
行
っ
た
徳
島
市
と
そ
れ

に
賛
同
し
た
神
山
町
と
の
間
に
お
い
て
、

相
互
に
役
割
を
分
担
し
、
連
携
を
図

り
な
が
ら
圏
域
全
体
の
活
力
を
高
め
、
持

続
可
能
な
社
会
基
盤
を
築
き
、
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
定

住
自
立
圏
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
名
西
郡
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
協
議
会

の
設
置
に
関
す
る
協
議

現
在
、
石
井
町
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
い
る
が
、
平
成
２２
年
度
を
も

っ
て
県
の
補
助
金
が
廃
止
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
新
た
に
名
西
郡
青
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
足
す
る
の
に
伴
う

も
の
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
平
成
２２
年
度
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業

飛
躍
事
業
（
木
造
公
共
施
設
整
備
）

名
西
消
防
組
合
神
山
消
防
署
新
築
工
事

変
更
請
負
契
約
の
締
結

繰
越
明
許
費
と
し
て
承
認
し
た
こ
と

で
、
工
期
を
平
成
２３
年
３
月
３１
日
ま
で
に

改
め
る
も
の
。
な
お
、
こ
の
工
事
の
工
期

は
、
建
築
面
積
、
建
築
仕
様
等
か
ら
約
１０

か
月
を
要
す
る
こ
と
か
ら
最
終
的
に
は
、

平
成
２３
年
１０
月
３１
日
ま
で
の
工
期
に
な

る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
平
成
２２
年
度
広
野
小
学
校
耐
震
改
修
工

事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

繰
越
明
許
費
と
し
て
承
認
し
た
こ
と

で
、
工
期
を
平
成
２３
年
３
月
３１
日
ま
で
に

改
め
る
も
の
。
な
お
、
完
了
工
期
は
県
と

協
議
中
と
の
こ
と
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
平
成
２２
年
度
神
山
中
学
校
耐
震
改
修
工

事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

繰
越
明
許
費
と
し
て
承
認
し
た
こ
と

で
、
工
期
を
平
成
２３
年
３
月
３１
日
ま
で
に

改
め
る
も
の
。
な
お
、
完
了
工
期
は
県
と

協
議
中
と
の
こ
と
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

３
月
定
例
会

本
年
度
末
１１
名
の
退
職
者
が
あ
る

よ
う
だ
が
こ
の
補
充
採
用
に
つ
い

て
、
単
な
る
経
費
削
減
や
数
合
せ
で
な
く

本
町
の
諸
般
を
十
分
検
討
考
慮
し
た
上
で

の
、
高
度
な
行
政
の
基
本
的
な
考
え
方
の

構
築
や
判
断
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

�
町
長
２
期
目
４
年
間
の
職
員
定
数
退
職

者
数
、
又
補
充
採
用
の
実
態
に
つ
い
て
。

（
一
般
行
政
職
、
現
業
職
別
に
）

�
補
充
採
用
人
数
を
算
出
し
た
根
拠
と
、

採
用
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
。

�
本
年
度
末
退
職
者
の
補
充
採
用
は
何
名

か
、
そ
の
決
定
の
根
拠
は
。

�
職
員
の
採
用
か
ら
６０
歳
退
職
ま
で
の
給

与
及
び
、
そ
の
職
員
に
係
る
諸
々
の
経
費

は
ど
の
位
か
。（
一
般
行
政
職
の
平
均
的

な
例
）

神山町役場庁舎横で工事中の神山消防署

第９号
平成２３年５月１５日発行5



答答

答

高橋 和男 議員

１１
問

町

長

当
然
職
員
の
削
減
と
い
う
の
は
人

口
減
と
共
に
削
減
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
方
新
た
な
行
政
課
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

き
た
さ
な
い
よ
う
な
職
員
数
の
確
保
は
当

然
必
要
に
な
る
と
思
う
。
こ
れ
迄
も
１０
人

辞
め
た
ら
１０
人
採
用
す
る
と
い
う
補
充
は

し
て
こ
な
か
っ
た
。
人
口
減
少
の
本
町
で

適
正
規
模
の
職
員
数
の
確
保
に
努
め
て
き

た
。
本
町
の
目
指
す
平
成
２６
年
度
の
職
員

数
は
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、
行
政
改
革
大
綱

に
も
登
載
し
て
あ
る
１
０
０
名
を
目
標
と

し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
法
的
に
謳
わ
れ

て
は
い
な
い
。
本
年
度
末
１１
名
の
退
職
者

が
あ
り
補
充
採
用
は
４
名
で
あ
る
。（
行

政
一
般
職
３
名
保
育
士
が
１
名
で
あ

る
。）
こ
の
採
用
へ
の
根
拠
は
定
か
な
も

の
は
な
い
。
し
か
し
類
似
団
体
と
の
比
較

や
財
政
状
況
、
特
に
義
務
的
経
費
の
中

で
、
人
件
費
が
占
め
る
割
合
と
い
っ
た
も

の
の
他
市
町
村
と
の
比
較
と
い
う
こ
と
も

勘
案
し
て
や
っ
て
い
る
。
特
に
職
務
量
が

１
人
当
り
適
正
な
も
の
か
の
勘
案
を
し
て

い
る
。

大
野
総
務
課
長

質
問
の
１
番
か
ら
４
番
目
の
数
字

的
な
も
の
に
答
弁
す
る
。

別
表
に
集
約
す
る
。

平
成
１５
年
か
ら
８
年
間
の
退
職
者
採
用

者
の
差
引
き
は
３９
名
の
減
員
と
な
っ
て
い

る
。

◎

職
員
の
生
涯
給
与
は
高
卒
で
す
ぐ
に

一
般
行
政
職
に
採
用
さ
れ
、
６０
歳
定
年
ま

で
約
２
億
円
に
な
る
。
又
、
年
金
や
健
康

保
険
、
退
職
金
等
の
町
の
負
担
分
が
別
途

３
千
万
か
ら
４
千
万
円
必
要
で
あ
り
、
１

人
当
り
の
人
件
費
は
２
億
３
千
万
か
ら
４

千
万
円
程
度
と
な
る
。

■
再
質
問

�
臨
時
職
員
で
の
対
応
に
つ
い
て
。
職
員

採
用
を
出
来
る
だ
け
少
な
く
し
て
、
臨
時

職
員
で
対
応
す
れ
ば
経
費
削
減
に
な
る
の

で
は
と
、
住
民
も
思
わ
れ
る
こ
と
で
す

が
、
臨
時
職
員
の
課
題
と
、
対
応
出
来
る

範
囲
、
又
限
界
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

大
野
総
務
課
長

臨
時
職
員
は
国
、
県
へ
の
申
請
と

か
、
重
要
な
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
行
え

る
部
分
、
主
に
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
出
来

な
い
。
補
助
的
な
事
務
、
現
業
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
も
ら
う
。
又
、
期
間
が
限
定
さ

れ
て
い
る
。
ず
っ
と
長
い
間
続
く
よ
う
な

事
業
で
な
い
場
合
に
臨
時
的
任
用
を
し
て

い
る
、
そ
の
場
合
で
も
正
規
職
員
が
指
導

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

■
再
々
質
問

い
く
ら
役
場
の
仕
事
が
一
部
民
間
委
託
さ

れ
た
り
、
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
り
省
力
化
さ
れ
て

も
行
政
は
人
が
す
る
。
そ
れ
が
原
点
だ
と

思
う
。
今
一
度
反
芻
し
て
、
採
用
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
又
補

充
採
用
に
つ
い
て
も
何
故
こ
の
人
数
を
採

用
す
る
の
か
、
ど
ん
な
背
景
が
あ
る
の
か

等
も
広
報
等
を
通
し
て
情
報
を
公
開
す
べ

き
で
な
い
か
。

神
山
消
防
署
の
新
築
移
転
に
つ
い

て

神
山
消
防
署
が
耐
震
工
事
の
為
、
町
役

場
南
側
に
新
築
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
て
、
私
が
昨
年
の
９
月
に
全
員
協
議
会

の
と
き
に
建
設
工
事
は
そ
の
大
手
建
設
会

社
が
元
請
し
、
一
部
工
事
を
地
元
神
山
町

内
の
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
出
来
る
様

に
町
長
に
お
伺
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
町
長

新 規 採 用 者

計

０

１

４

１

０

０

２

４

１２

その他の職種

１（保健師）

１（保育士）

新規採用者計

一般職

４

１

２

３

退 職 者

計

７

１３

７

２

４

７

１１

５１

現業

２

４

１

３

３

５

退職者計

一般

５

９

７

１

１

４

６

平成１６年度

平成１７年度

平成１８年度

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

職員の退職者、新規採用状況 （別表）

平成２３年度は臨時職員として、学校用務員４名・作業員１名補充
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答

答

の
答
え
は
ノ
ー
と
い
う
答
え
で
し
た
。
何

故
、
地
元
神
山
町
の
業
者
の
方
に
し
な
か

っ
た
の
か
を
、
お
答
え
を
願
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
今
、
役
場
南
側
で
神
山
消
防

署
の
新
築
工
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
以
前

美
し
く
て
立
派
な
駐
車
場
の
屋
根
（
カ
ー

ポ
ー
ト
）
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ど

う
さ
れ
た
の
か
教
え
て
下
さ
い
。

町

長

た
だ
今
の
高
橋
議
員
の
一
般
質
問

に
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。
た
だ
今
、
耐

震
化
工
事
の
中
で
神
山
消
防
署
を
新
築
を

進
め
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
工
事
に
つ
い
て
下
請
工
事
に
つ

い
て
神
山
の
業
者
を
ど
う
し
て
使
わ
な
か

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
議
場
で
は
な
か
な
か
お
答
え
し
て

い
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
分
野
で
す
。

と
申
し
ま
す
の
は
、
限
り
な
く
公
正
な

入
札
あ
る
い
は
契
約
と
い
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
る
昨
今
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に

情
報
公
開
、
あ
る
い
は
透
明
性
で
す
ね
。

そ
ん
な
中
、
我
々
発
注
者
の
立
場
と
申
し

ま
す
の
は
、
税
金
を
使
っ
て
公
共
工
事
を

発
注
い
た
す
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

う
し
た
手
続
き
の
上
に
お
い
て
、
当
然
、

根
拠
法
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す
。

建
設
業
法
あ
る
い
は
財
務
規
則
等
々
に
よ

り
ま
し
て
、
そ
の
法
に
則
っ
て
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
建
設
業
法
の
１８
条
に
つ
き
ま
し
て

も
、
請
負
契
約
の
原
則
と
い
う
も
の
が
ご

ざ
い
ま
す
。
発
注
者
と
受
注
者
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
等
な
立
場
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
謳
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
公
正
な
合
意
に
よ
っ

て
、
信
義
に
従
っ
て
誠
実
に
こ
れ
を
履
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
も

謳
わ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
１９
条
の
４

で
は
、
注
文
者
に
つ
い
て
は
で
す
ね
、
契

約
の
締
結
後
、
地
位
を
不
当
に
利
用
し

て
、
そ
の
注
文
し
た
建
設
工
事
に
使
用
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
資
材
等
々
、
機
械

器
具
も
そ
う
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ

う
い
っ
た
も
の
を
指
定
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
謳
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
受

注
者
の
利
害
と
い
う
こ
と
も
発
注
者
が
侵

し
て
は
な
ら
な
い
と
、
対
等
な
関
係
に
あ

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
う
し
て
、

こ
う
い
う
こ
と
が
謳
わ
れ
て
お
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
の
考

え
る
と
こ
ろ
昨
今
の
公
共
工
事
に
ま
つ
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
不
祥
事
、
談
合
。
談
合
も

官
製
談
合
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
こ
の
よ
う
な

１８
条
、
１９
条
が
謳
わ
れ
て
お
る
ん
だ
と
、

こ
の
よ
う
に
理
解
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
発
注
者
が
恣
意
的
に
業
者
を
ど
こ
そ

こ
に
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
な
分

野
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
心
情
は
、

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
気
持
ち
と
し
て
は
、

神
山
の
業
者
さ
ん
大
勢
仕
事
が
無
く
困
っ

て
お
ら
れ
る
。
当
然
、
神
山
の
業
者
に
一

部
、
下
請
で
す
か
ら
一
部
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
仕
事
を
し
て
も
ら
っ
た
ら

い
い
と
い
う
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
が
、

手
続
き
上
、
や
は
り
法
的
根
拠
を
踏
ま

え
、
や
る
の
が
当
然
と
い
う
ふ
う
に
思
い

ま
す
。

で
す
か
ら
、
な
か
な
か
お
答
え
申
し
上

げ
に
く
い
分
野
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

議
員
も
一
つ
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
な

あ
と
思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
、
特
に
神
山
の
材
料
の
中
で
、
木

を
使
う
。
徳
島
県
の
認
証
を
得
た
木
を
使

う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
県

の
森
林
関
係
の
基
金
を
使
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
補
助
を
い
た
だ
い
て
や
り
ま
す
の

で
、
県
の
認
証
材
、
す
な
わ
ち
こ
れ
を
認

証
を
受
け
た
業
者
が
神
山
に
ど
う
も
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
る
と
４
つ
あ
る
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
業
者
さ
ん

に
伺
い
ま
す
と
現
在
の
と
こ
ろ
神
山
の
製

材
業
者
さ
ん
等
々
を
含
む
４
社
と
神
山
の

木
を
使
う
べ
く
交
渉
中
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ま
た
、
生
コ
ン
で
す
ね
。
こ

れ
に
つ
い
て
も
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま

す
と
、
企
業
努
力
に
よ
り
ま
し
て
受
注
者

と
契
約
が
で
き
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
野
総
務
課
長

２
点
目
の
公
用
車
の
駐
車
場
の

カ
ー
ポ
ー
ト
の
移
設
の
件
に
つ
い
て
、
お

答
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
高
橋
議

員
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
公
用
車
の
駐

車
場
の
カ
ー
ポ
ー
ト
の
移
設
を
し
た
ら
値

が
安
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
意
見
は

ご
も
っ
と
も
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

役
場
の
方
も
最
初
移
設
を
検
討
い
た
し
ま

し
た
。
で
す
が
、
設
計
事
務
所
と
打
合
せ

を
し
ま
し
た
結
果
、
前
の
カ
ー
ポ
ー
ト
は

基
礎
が
大
き
い
た
め
に
、
今
、
公
用
車
を

止
め
て
あ
り
ま
す
南
側
へ
移
設
を
し
た
場

合
、民
家
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
た
ら
、

基
礎
が
大
き
い
の
で
南
側
の
方
を
掘
削
し

ま
す
と
民
家
に
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
移
設
を
止
め
た
経
緯
が
ご

ざ
い
ま
す
。
移
設
を
し
た
ら
、
安
価
に
は

な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
隣
接
地
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
に
今
度
は
既
製
品
の
小
さ

な
カ
ー
ポ
ー
ト
に
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま

す
。そ

れ
と
、
前
の
カ
ー
ポ
ー
ト
は
柱
の
間

隔
が
４
・
８
メ
ー
ト
ル
ご
ざ
い
ま
し
て
、

ワ
ン
ス
パ
ン
を
撤
去
す
れ
ば
移
転
は
可
能

第９号
平成２３年５月１５日発行7
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１１
問

答

だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
駐
車
台
数
が

前
は
１８
台
、
そ
れ
が
１２
台
に
減
る
た
め
に

公
用
車
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
の
で
、
移
設
を
し
な
か
っ
た
理
由
は

そ
の
点
も
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
、
移
設
が

で
き
な
か
っ
た
の
は
隣
接
地
へ
の
影
響
、

そ
れ
と
駐
車
台
数
が
確
保
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
か
ら
移
設
を
諦
め
た
経
緯
が
ご
ざ

い
ま
す
。報

道
な
ど
で
核
家
族
等
に
よ
り
独

居
老
人
が
死
後
だ
い
ぶ
経
っ
て
、

久
し
ぶ
り
に
訪
ね
て
い
っ
た
親
族
に
発
見

さ
れ
た
と
い
う
事
件
報
道
が
度
々
聞
か
れ

る
。
病
気
で
周
囲
に
助
け
も
呼
べ
ず
亡
く

な
ら
れ
た
と
か
、
家
の
中
で
転
倒
し
て
骨

折
を
し
て
助
け
を
呼
べ
ず
衰
弱
す
る
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
多
く

は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
周
辺
社
会
と
の
接

点
も
な
く
、
誰
か
ら
も
看
と
ら
れ
る
こ
と

も
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

特
に
、
神
山
町
は
年
々
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
独
居
老
人
、
高
齢
者
夫
婦
の
２

人
暮
ら
し
、
介
護
世
帯
等
が
増
加
し
て
い

る
。神

山
町
で
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住

み
続
け
て
い
く
た
め
、
当
人
は
も
ち
ろ

ん
、
隣
近
所
の
人
た
ち
も
い
つ
悲
惨
な
こ

と
が
起
こ
る
の
か
心
配
で
な
ら
な
い
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
聞
く
。

そ
こ
で
、
行
政
と
し
て
地
域
福
祉
の
観

点
か
ら
、
火
災
な
ど
防
災
の
観
点
か
ら
も

孤
独
死
予
防
対
策
と
し
て
緊
急
時
に
連
絡

で
き
る
、
し
っ
か
り
と
し
た
緊
急
予
防
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

町

長

神
山
町
に
お
い
て
、
孤
独
死
が
残

念
な
が
ら
数
年
に
一
度
は
、
亡
く
な
っ
た

後
に
発
見
さ
れ
る
例
が
現
実
に
あ
る
。

独
居
老
人
の
方
々
の
安
全
安
心
の
見
守

り
、
あ
る
い
は
安
否
確
認
等
々
に
つ
い
て

は
、
民
生
委
員
、
地
域
の
方
々
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
方
々
、
介
護
職
員
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
あ
る
い
は
緊
急
時
、
災
害

時
、
台
風
が
襲
来
と
い
っ
た
と
き
に
は
、

地
域
の
消
防
団
員
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ

安
否
確
認
等
々
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
更
に
現
在
２２
年
度
か
ら
介
護
サ
ポ
ー

タ
ー
の
見
守
り
と
い
う
こ
と
を
や
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
一

堂
に
会
し
て
情
報
を
共
有
す
る
と
い
う
こ

と
が
非
常
に
大
事
と
、
考
え
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
団
体
組
織
に
よ
る
高

齢
者
の
安
全
安
心
見
守
り
隊
と
い
う
よ
う

な
、
強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
緊
急
時
の
通
報
シ
ス
テ
ム
が
、

ど
う
い
っ
た
も
の
が
一
番
有
効
か
、
最
良

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
限
り
な
く
近

く
に
ど
う
い
っ
た
支
援
を
し
て
く
だ
さ
る

人
が
い
る
か
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、

非
常
に
重
要
な
決
め
手
に
な
る
。

今
、
考
え
て
い
る
の
は
、
先
進
事
例

で
、
緊
急
時
に
自
分
が
ペ
ン
ダ
ン
ト
か
何

か
を
所
持
し
て
、
そ
れ
を
押
す
と
そ
れ
ぞ

れ
の
お
宅
に
、
警
報
機
の
よ
う
な
も
の
が

設
置
を
さ
れ
、
加
え
て
赤
色
灯
、
あ

る
い
は
黄
色
の
ラ
ン
プ
を
点
灯
す
る

と
、
回
転
灯
で
も
す
る
と
い
う
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
す
で
に
構
築
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
。

即
、
お
隣
の
民
家
と
か
近
隣
の
お
宅
ま

で
、
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
よ
う

な
、
極
め
て
単
純
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

が
、
そ
う
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
神
山
の
よ

う
に
点
在
す
る
集
落
に
お
い
て
は
有
効
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
安
全
安

心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
一
つ
の
手
法

と
し
て
、
こ
う
い
っ
た
も
の
も
導
入
へ
向

け
て
検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
！

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
が
議
場
で

ど
ん
な
発
言
を
し
て
い
る
の
か
自
分

の
目
と
耳
で
お
確
か
め
下
さ
い
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

定
例
会
は
年
４
回
（
３
月
・
６
月
・

９
月
・
１２
月
）
に
開
か
れ
ま
す
。

日
程
・
手
続
き
等
は
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

神
山
町
議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
５
１
１

﹇
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
﹈

次
の
定
例
会
は

６
月
中
旬
で
す
。

議
会
だ
よ
り
の
投
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
「
出
来
事
」
や
「
情
報
」

な
ど
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

投
稿
は
自
由
で
す
。
提
出
さ
れ
た
投

稿
は
、
本
委
員
会
で
協
議
検
討
し
、

承
認
を
得
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
発
刊
月
は
２
月
・
５

月
・
８
月
・
１１
月
の
年
４
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

神
山
町
役
場
内

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
５
１
１

﹇
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
﹈

8議会だより かみやま
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第第
１１
回回
臨臨
時時
議議
会会

平
成
２３
年
１
月
２４
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

提
出
議
案
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算

並
び
に
二
特
別
会
計
補
正
予
算
、
広
野

小
学
校
、
神
山
中
学
校
耐
震
改
修
請
負

工
事
の
締
結
議
案
が
提
案
さ
れ
、
補
正

予
算
は
、
総
額
で
９
５
７
９
万
円
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
予
算
に
つ

い
て
も
、
国
の
経
済
対
策
補
正
予
算
に

伴
う
追
加
補
正
と
な
り
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
（
第
６
号
）

４２
億

３
４
０
万
円

（
７
５
０
７
万
円
増
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
４
号
）

１０
億
４
４
５
５
万
円

（
７２
万
円
増
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
４
号
）

１
億
４
２
４
７
万
円

（
２
０
０
０
万
円
増
）

そ

の

他

○
平
成
２２
年
度
広
野
小
学
校
耐
震
改
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
金
額

１
億
１
４
４
５
万
円

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
姫
野
組

代
表
取
締
役

日
野
利
治

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
平
成
２２
年
度
神
山
中
学
校
耐
震
改
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
金
額

８
７
３
３
万
９
千
円

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
北
島
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

北
島
大
介

（
賛
成
多
数
可
決
）

名名
西西
消消
防防
組組
合合

平平
成成
２２３３
年年

第第
１１
回回
定定
例例
組組
合合

議議
会会

第
１
回
定
例
組
合
議
会
は
、
平
成

２３
年
３
月
３
日
に
神
山
町
議
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
平
成
２３
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
な
ど
２
議
案
を
審

議
し
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

ま
た
、
議
長
細
井
成
富
氏
、
副
議

長
井
上
裕
久
氏
の
辞
任
に
伴
い
新
た

に
選
任
を
行
い
、
議
長
に
相
原
浩
志

氏
、
副
議
長
に
梶
野
利
男
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

可
決
し
ま
し
た
議
案
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

名
西
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
、
平
成
２３
年
度
名
西
消
防

組
合
一
般
会
計
当
初
予
算

４
億

５
１
６
２
万
円
で
あ
り
ま
し
た
。

耐震改修工事中の神山中学校

耐震改修工事中の広野小学校

第９号
平成２３年５月１５日発行9



本
紙
に
掲
載
し
た
郷
土
芸
能
は

第
１
回

左
右
内
獅
子
舞

第
２
回

人
形
浄
瑠
璃

寄
井
座

第
３
回

高
浜
獅
子
舞

第
４
回

阿
川
の
傘
踊
り

第
５
回

阿
川
の
獅
子
舞

第
６
回

神
山
踊
（
上
山
踊
）

第
７
回

上
分
北
谷
七
福
踊
り

以
上
、
７
回
を
重
ね
た
。

何
所
の
地
域
に
も
共
通
す
る
最
大
の
課

題
は
急
速
に
進
行
す
る
過
疎
と
少
子
高
齢

化
に
よ
る
後
継
者
不
足
で
あ
る
。
人
形
浄

瑠
璃
寄
井
座
は
全
町
か
ら
人
材
確
保
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
が
そ
の
他
の
郷
土
芸
能

は
限
定
さ
れ
た
地
域
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
。寄

井
座
、
阿
川
の
傘
踊
り
、
神
山
踊
り

の
他
は
地
域
で
盛
ん
で
あ
っ
た
が
一
度
途

絶
え
た
も
の
を
復
活
さ
せ
て
、
今
に
至
る

経
緯
が
あ
る
。
共
通
し
て
い
る
の
は
伝
承

し
て
い
く
の
に
不
可
欠
で
あ
る
有
能
な
指

導
者
、
世
話
人
、
先
達
に
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

又
、
多
少
の
差
異
は
あ
る
が
観
光
面
で

も
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
四
季
の
里
、
道

の
駅
へ
の
集
客
増
等
々
に
も
貢
献
し
て
い

る
。
郷
土
芸
能
の
最
も
大
き
な
意
義
は
、

高
齢
化
が
進
む
地
域
に
あ
っ
て
、
昔
か
ら

地
域
住
民
共
助
の
も
と
引
継
が
れ
た
郷
土

芸
能
に
誇
り
を
持
ち
、
地
域
の
存
在
を
意

識
出
来
る
絆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
後
継
者
対
策
も
各
々
工
夫
を
凝
ら
し

た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

寄
井
座
は
本
紙
に
も
取
り
上
げ
た
が
、

神
領
小
学
校
、
学
童
保
育
と
連
携
し
小
学

生
へ
の
伝
承
指
導
等
で
具
体
的
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

左
右
内
獅
子
舞
や
阿
川
獅
子
舞
の
地
域

で
は
、
近
年
関
係
者
の
近
隣
他
町
へ
の
転

出
も
起
き
て
お
り
人
員
の
減
少
が
課
題
と

も
な
っ
て
い
る
が
、
道
路
事
情
の
改
善
に

よ
り
、
転
出
者
の
協
力
を
得
る
動
き
も
出

て
い
る
様
で
あ
る
。

神
山
踊
り
や
上
分
北
谷
七
福
踊
り
で
は

踊
り
そ
の
も
の
は
単
調
で
伝
承
が
容
易
で

あ
る
が
、
音
頭
出
し
が
途
絶
え
よ
う
と
し

て
い
る
実
情
が
あ
る
。
し
か
し
音
頭
出
し

は
技
量
を
要
す
る
だ
け
に
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

神
山
踊
り
は
焼
山
寺
の
夏
の
お
こ
も
り

行
事
の
催
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
経
緯

も
あ
り
、
伝
承
の
機
会
が
失
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
も
気
が
か
り
で
あ
る
。
町
内
各
地
区

の
芸
能
大
会
等
は
歌
舞
音
曲
は
玄
人
は
だ

し
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
土
臭
い
郷
土

芸
能
が
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
か
も

知
れ
な
い
が
、
中
山
間
に
位
置
す
る
我
郷

土
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
芸
能
は
、
時
の
流

れ
に
埋
没
さ
せ
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
様

に
思
わ
れ
る
。
単
な
る
懐
古
的
価
値
観
だ

け
で
な
く
、
今
に
生
き
る
我
々
が
、
別
の

価
値
観
で
次
代
へ
と
引
継
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
切
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
４
月
１７
日
（
日
）
は
上
分
地
区
芸
能

大
会
で
上
分
地
区
住
民
に
よ
る
上
分
北
谷

七
福
踊
り
が
久
し
振
り
に
上
演
さ
れ
、
竹

内
春
雄
氏
の
音
頭
が
朗
朗
と
会
場
に
響
き

渡
っ
た
。
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郷土芸能の現状と課題［第８回］

シリーズ

上分芸能大会で上演された、上分北谷七福神踊り

10議会だより かみやま



「平凡でも良いから幸せな人生を過ごしたい」よく耳にする言葉です。２０才の時、神山町最上流

部の一集落で、山村後継者となった私にとっては、この考え方は成立しない、あり得ない事だと思

っていました。山村の日々は、人と出会う機会も乏しく若者にとっては、ときめきのないものです。

そして将来は確実に過疎が進行し、現状は、悪化すると思っていました。「何か地域が良くなる事

をやりたい」という思いが強くなり、しばしば、「神山を発展させたい」と口に出す事もあり、友

人からは「やってから言え」と言われました。そんな考えを理解する人など皆無の時でした。

神山町を多くの人が訪れる活気のある町にしたいと思い、４０年前、２３才で岳人の森に着手しまし

た。その時から私は町内はもとより町外県外の、

いろいろな会合等の場で、自らの考えを述べてい

ました。

観光客が多く訪れるという事は、働き場が生

れ、物品販売等、直接の収益以外に、交流によっ

て住民の知識や文化の向上、心の活力が生れる訳

です。それは有形、無形の大きな効果を住民に与

え、新たな取組への意欲を呼び起こすのです。

シャクナゲの里として多くの人に支えられ歩ん

で来た岳人の森は、現在は四国山岳植物園とし

て、国や県に指定された絶滅危惧種を、次の世に

残してゆくという社会的使命をもって、県内外の

人達を迎えています。

２年前、料理担当として次男もスタッフに加わ

りました。近年は各方面から取材が多くなり、４

月には遠く台湾のテレビ局と旅行会社が訪れ、そ

ちらで、放映される事になりました。若かりし頃

の志を今後も変える事なく、故郷神山町の発展に

微力を尽くしたいと思っています。 山田勲さん幸代さんご夫妻

山 田 勲

岳人の森主人

岳岳人人のの森森、、４４００年年
読者からの寄稿

第９号
平成２３年５月１５日発行11
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３
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か

け
て
、
城
西
高
校
神
山
分

校
、神
山
、神
山
東
中
学
校
、

神
領
、
広
野
小
学
校
、
下

分
、
広
野
保
育
所
の
卒
業
、

卒
園
式
が
実
施
さ
れ
た
。
招

待
を
受
け
た
校
区
関
係
各
議

員
も
出
席
し
た
。
春
の
恒
例

で
は
あ
る
が
、
各
々
の
当
事

者
に
と
っ
て
は
人
生
の
節
目

の
大
切
な
式
典
だ
け
に
、
毎

年
の
こ
と
な
が
ら
感
動
や
感

傷
を
覚
え
る
一
時
で
あ
る
。

卒
業
生
は
夢
や
一
抹
の
不
安

を
覗
か
せ
な
が
ら
学
舎
を
巣

立
っ
て
い
っ
た
。
町
内
唯
一

の
高
校
城
西
高
等
学
校
神
山

分
校
で
も
、
ま
だ
春
浅
い
３

月
２
日
、
３０
名
の
卒
業
生
が

学
舎
を
後
に
し
た
。
小
規
模

校
で
は
あ
る
が
、
特
徴
あ
る

教
育
内
容
や
活
動
で
知
ら
れ

る
地
元
高
校
で
あ
り
、
地
元
卒
業
生
も

多
数
輩
出
し
て
お
り
、
私
達
に
は
身
近

な
存
在
で
あ
る
。
神
領
ゆ
り
の
バ
イ
オ

技
術
に
よ
る
、
原
生
地
へ
の
回
帰
活
動

や
稀
少
植
物
の
回
復
増
植
活
動
等
々
も

特
徴
あ
る
教
育
内
容
の
一
環
で
あ
る
。

式
典
で
卒
業
生
代
表
で
答
辞
を
述
べ
ら

れ
た
宮
城
愛
さ
ん
は
、
そ
の
中
で
、
平

和
の
中
、
高
校
卒
業
の
喜
び
に
浸
れ
る

自
分
に
比
べ
て
、
今
世
界
の
何
所
か
で

紛
争
や
貧
困
、
飢
餓
に
苦
し
む
同
じ
世

代
が
い
る
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
ま
し

た
。
多
感
に
し
て
、
と
も
す
れ
ば
感
傷

に
流
さ
れ
や
す
い
世
代
の
女
性
が
、
聞

か
せ
て
く
れ
た
や
さ
し
い
人
権
感
覚
に

感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
同
校
の
確
か

な
人
権
教
育
や
、
宮
城
愛
さ
ん
の
家
庭

や
日
常
生
活
の
中
で
培
わ
れ
た
、
素
晴

ら
し
い
人
権
感
覚
に
敬
服
さ
せ
ら
れ

た
、
城
西
高
校
神
山
分
校
の
卒
業
証
書

授
与
式
で
し
た
。

議議
員員
自自
治治
功功
労労
表表
彰彰

平
成
２３
年
２
月
２５
日
、
徳
島
市
の

ホ
テ
ル
千
秋
閣
で
徳
島
県
町
村
議
会

議
長
会
の
自
治
功
労
者
・
町
村
議
会

表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
式
に
お
い

て
町
村
議
会
議
員
と
し
て
長
き
に
わ

た
り
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与

し
た
と
し
て
、
神
山
町
議
会
か
ら
は

次
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰（
伝
達
）

（
２７
年
以
上
在
職
功
労
者
）

森

彦
富
議
員

（
１５
年
以
上
在
職
功
労
者
）

森

克
二
議
員

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

（
１１
年
以
上
在
職
功
労
者
）

木
元
史
幸
議
員

坂
口
一
之
議
員

森
本
吉
治
議
員

山
本
充
良
議
員

城
西
高
校
神
山
分
校
の
卒
業
式
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桜の花には少し早いかなと思われる３月２７日、神領字北の寄井座で「か・み・や・まるけっと」

が開催された。取材によると、運営スタッフはそのほとんどが、神山に移住した女性ばかりのグルー

プ「やまのかみ～S’」である。今回で４回目、一周年を迎えたこの催は試行錯誤の連続ながら、

女性ならではのアイディアを出し合いながら、暮らしの中に息づくアート、そしてアートによって

豊かさを増す日常を模索しています。

夢をかなえるために移り住んだ人、温かく迎え入れる町の人、そんな環境に惹かれて訪れる人、

不思議な引力で神山に集った人々が、その想いを形にして伝える場にしたいとのこと。同時に神山

ならではの暮らしの知恵や郷土料理、今は使わなくなった古い物等にも光を当て、価値を見直して

いく。そうした新旧二つの価値の間で、かみやまブランドが生まれるかもしれない。また商品ディ

スプレイにもこだわり、アーティストの作品展示と関連イベントを行うなど、アートの町神山のカ

ラーを出したいとのこと。移住者の応援をし

ながら町内外の交流の場として、新たな神山

文化を発信していけたらとのこと。こんな趣

旨でスタートしたこの催も、町内外から農産

物、食品、手作り雑貨、カフェなど約３０店舗

が参加、移住、あるいは長期滞在のアーティ

ストが作品を発表、販売もした。私達が気付

き難い移住者の視点では、かつて娯楽の殿堂

であった旧劇場寄井座は、こんなふうに人が

集う場としてはうってつけです。この場所の

持つ空気がたくさんの来場者を呼び寄せてい

ると言っても過言ではない。移住者の発想や

価値観でまだまだ成長を続ける「暮らしと

アート蚤の市、か・み・や・まるけっと」の

今後に注目していきたいと思います。

表紙写真 松浦一郎氏 神領字北

寄寄井井座座でで「「かか・・みみ・・やや・・ままるるけけっっとと」」

昔、懐かしい寄井座入口の風情

表 紙 説 明

第９号
平成２３年５月１５日発行13



夫の瀧本昌平さん２８歳は国府町出身で、妻絵美さんとは京都で知り合い、本年２月に結婚したば

かりの初々しいお二人です。

昌平さんは京都の染色工房で３年間修業した染めもの職人で、現在下分字西稲原の町営住宅で新

婚生活を始めています。染色素材は自然素材にこだわり、現在手始めに下分字栗生野で約９a程の

藍染原料の藍作を始めておられます。現在は藍と柿渋の染が主流ですが、神山の山野草木を素材に

した染に大きな夢を語ってくれました。

先般寄井座での「か・み・や・まるけっと」でも藍染、柿渋染の作品が出品販売されていました

が、単なる趣味としてでなく修業を原点とした染めもの職人の作品は、味わい深い趣きはさすがの

感がありました。神山町移住交流センターを通しての係りの中で、今全国のアーティストが注目の

神山への移住を決めたとのことで、本格的な染めもの職人、瀧本さんご夫妻の活動に注目し応援し

ていきたいものです。

特に藍栽培からすくもまで、本格的な染色素材の生産は本町では近年初めてのことで、休耕地の

多い本町での栽培拡大が注目されます。全国的にも藍は不足気味らしく、ご夫妻の取り組みが芸術

の町神山で、一石を投じた波紋となることに注目し期待したい。

ご夫妻は住居は神山で確保出来たが、染色作業は国府町の実家でしており、神山での作業場を探

しています。

春真只中、４月１３日現在、栗生野の藍畑では３月末日に播種した藍が芽切りをはじめています。

春のやわらかい陽差しを受けて、手入れするご夫妻には大きな夢がいっぱいです。

編

集

後

記

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
、
想
定
外

の
危
機
的
状
況
が
発
生
し
ま
し
た
。

南
海
地
震
が
３０
年
以
内
に
６０
％
の

可
能
性
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
い
つ
か
我
が
身
と
、
町
で
も

地
域
で
も
、
そ
し
て
家
庭
で
も
防
災

に
つ
い
て
、
今
一
度
真
剣
に
考
え
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
と
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
３
月
議

会
を
中
心
と
し
た
内
容
で
す
が
統
一

地
方
選
挙
の
か
ら
み
か
一
般
質
問
も

少
な
く
予
算
も
骨
格
的
な
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
の
発
刊
が
３
年
目
を

迎
え
第
９
号
と
な
り
、
投
稿
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
に
対
し
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
本
議
会
だ
よ
り
に

多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
樫
本

雄
一
）

藍栽培の畑を背景に瀧本さんご夫妻
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神山町下分字西稲原

瀧本 昌平さん
絵美さん

ご夫妻
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